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二
〇
年
間
の
変
化 

 

今
か
ら
二
三
年
前
の
一
九
九
四
年
四
月
、
研
究
テ
ー
マ
を

イ
ギ
リ
ス
政
治
か
ら
台
湾
政
治
に
変
え
た
筆
者
は
、
初
め
て

台
湾
の
土
を
踏
み
、
台
北
で
一
年
間
の
留
学
生
活
を
始
め
た
。

こ
の
時
の
台
湾
は
、
バ
ル
ブ
崩
壊
後
の
日
本
と
は
対
照
的
に

経
済
が
絶
好
調
で
あ
っ
た
。
台
北
は
、
デ
パ
ー
ト
も
レ
ス
ト

ラ
ン
も
カ
ラ
オ
ケ
も
ど
こ
も
金
を
使
い
た
い
人
た
ち
で
あ
ふ

れ
て
い
た
。
至
る
と
こ
ろ
で
地
下
鉄
・
商
業
ビ
ル
・
マ
ン
シ

ョ
ン
の
建
設
工
事
が
進
行
し
、
ま
さ
に
高
度
経
済
成
長
の
ど

真
ん
中
に
い
る
感
覚
で
あ
っ
た
。 

中
国
は
天
安
門
事
件
の
影
響
か
ら
徐
々
に
脱
し
経
済
成
長

へ
の
道
を
進
み
始
め
て
い
た
が
、
そ
の
経
済
基
盤
は
ま
だ
ま

だ
脆
弱
に
見
え
た
。
当
時
台
湾
の
人
々
は
将
来
に
対
し
て
楽

観
的
で
あ
っ
た
。
李
登
輝
政
権
は
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
な
る
構
想
を
ぶ
ち
上
げ
て
い
た
。
こ

れ
は
、
製
造
業
、
海
運
、
航
空
、
金
融
、
通
信
、
メ
デ
ィ
ア

の
六
つ
の
分
野
で
台
湾
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
中
核
的
活

動
拠
点
に
な
ろ
う
と
す
る
大
構
想
で
あ
る
。
中
国
に
対
し
「
海

南
島
の
開
発
を
台
湾
に
任
せ
よ
」
と
提
案
す
る
人
も
い
た
。

台
湾
側
の
鼻
息
は
荒
か
っ
た
。 

と
い
う
の
も
、
一
九
九
四
年
の
台
湾
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
五
二

七
億
米
ド
ル
で
、
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
五
五
九
二
億
米
ド
ル
と
比

べ
る
と
約
四
五
％
の
大
き
さ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
人

口
約
二
一
〇
〇
万
人
の
台
湾
の
経
済
規
模
が
人
口
約
一
二
億

人
の
中
国
の
半
分
近
い
と
い
う
の
は
驚
異
的
で
あ
っ
た
。
一

人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
中
国
が
四
六
六
米
ド
ル
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
台
湾
の
そ
れ
は
一
万
一
九
八
二
米
ド
ル
で
あ
り
、

ま
さ
に
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
差
が
あ
っ
た
。
対
中
投
資

に
し
て
も
、
台
湾
は
香
港
を
除
く
と
最
大
の
投
資
国
・
地
域

で
あ
り
、
台
湾
の
存
在
感
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。 

一
九
九
四
年
時
点
で
、
台
湾
か
ら
中
国
大
陸
へ
の
旅
行
が

解
禁
さ
れ
て
か
ら
数
年
が
経
ち
、
多
く
の
台
湾
人
が
中
国
旅

行
を
経
験
し
て
い
た
。
こ
の
年
の
四
月
、
中
国
浙
江
省
で
遊

覧
船
に
乗
っ
て
い
た
台
湾
人
観
光
客
二
四
名
が
強
盗
に
襲
わ

れ
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ
り
、
中
国
は
「
怖
い
と
こ

ろ
だ
」
と
い
う
印
象
が
台
湾
で
広
が
っ
て
い
た
。 

知
り
合
い
の
外
省
人
・
外
省
人
第
二
世
代
で
中
国
大
陸
の

故
郷
を
訪
れ
た
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
筆
者
と
の
個
人

的
な
会
話
で
は
、
中
国
の
政
治
体
制
の
問
題
と
、
ド
ア
の
な

い
ト
イ
レ
に
代
表
さ
れ
る
中
国
の
後
進
性
を
語
り
、「
正
直
な

話
、
統
一
は
し
た
く
な
い
」
と
語
っ
て
い
た
。
台
湾
で
「
大

陸
妹
」
と
い
う
用
語
が
広
が
っ
て
い
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ

る
。
台
湾
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
「
大
陸
妹
」
は
経

済
的
事
情
か
ら
台
湾
に
来
た
大
陸
女
性
で
あ
り
、
台
湾
側
の

優
越
感
が
に
じ
み
出
る
用
語
で
あ
っ
た
。 

中
台
関
係
は
、
前
年
の
一
九
九
三
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

窓
口
機
関
同
士
の
ト
ッ
プ
会
談
が
実
現
し
た
こ
と
も
あ
り
比

較
的
平
穏
で
あ
っ
た
。
時
の
李
登
輝
政
権
は
公
式
の
政
策
と

し
て
中
国
大
陸
と
台
湾
と
の
統
一
を
掲
げ
て
い
た
。
当
時
の

台
湾
社
会
は
、
中
国
共
産
党
へ
の
警
戒
感
は
高
か
っ
た
が
、

呑
み
込
ま
れ
る
と
い
う
感
覚
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。 

一
九
七
〇
年
代
の
台
湾
は
外
交
的
敗
北
が
続
き
将
来
に
対

す
る
悲
観
論
が
蔓
延
し
て
い
た
が
、
八
〇
年
代
の
経
済
成
長

に
よ
っ
て
そ
の
自
立
の
基
礎
を
固
め
る
こ
と
に
成
功
し
、
中

国
が
改
革
開
放
に
舵
を
切
る
と
、
台
湾
は
民
主
化
を
進
め
中

国
の
先
を
歩
ん
だ
。
九
〇
年
代
は
、
天
安
門
事
件
で
世
界
を

震
撼
さ
せ
た
中
国
と
の
対
比
で
、
台
湾
の
イ
メ
ー
ジ
が
外
交

関
係
の
な
い
日
米
欧
に
お
い
て
も
向
上
し
た
。
振
り
返
っ
て

み
れ
ば
、
一
九
九
四
年
は
台
湾
が
中
国
に
対
し
て
最
も
自
信

を
持
っ
て
い
た
時
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

そ
の
後
の
二
〇
年
間
で
状
況
は
一
変
し
た
。
低
成
長
時
代

に
入
っ
た
台
湾
に
対
し
、
中
国
は
高
度
経
済
成
長
を
続
け
た
。

こ
の
二
〇
年
間
で
台
湾
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約
二
倍
に
な
っ
た
が
、

中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
八
倍
に
拡
大
し
た
。
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

い
ま
や
日
本
を
上
回
り
世
界
第
二
位
の
規
模
で
あ
る
。
Ｉ
Ｍ

Ｆ
の
統
計
で
は
二
〇
一
四
年
の
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約
一
〇
兆

五
〇
〇
億
米
ド
ル
と
な
り
、
台
湾
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
五
三
〇
〇

億
米
ド
ル
の
実
に
二
〇
倍
に
達
す
る
。
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
依
然
台
湾
が
上
回
っ
て
い
る
が
、
そ
の
差
は
縮
ま
っ
て

い
る
１
。
い
ま
や
、
中
国
に
と
っ
て
台
湾
の
影
響
力
は
取
る

に
足
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。逆
に
、台
湾
に
と
っ
て
、

生
産
拠
点
と
し
て
の
中
国
、
巨
大
市
場
と
し
て
の
中
国
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。台
湾
が
頼
み
と
す
る
経
済
で
、

中
国
が
圧
倒
的
に
優
勢
に
な
っ
た
。 

国
際
政
治
の
上
で
も
、
台
湾
は
中
国
に
よ
っ
て
完
全
に
抑

え
込
ま
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
地
域
協
力
枠
組
み
で

台
湾
が
参
加
し
て
い
る
の
は
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
と
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

ぐ
ら
い
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
に
も
、
Ａ
Ｒ
Ｆ
、
東
ア
ジ
ア

サ
ミ
ッ
ト
に
も
台
湾
は
入
れ
て
い
な
い
。
軍
事
的
に
も
、
台

湾
の
軍
の
装
備
は
増
強
を
進
め
る
中
国
の
人
民
解
放
軍
に
水

 
中
国
と
向
き
合
う
台
湾 

 

激
変
す
る
力
関
係
の
中
で 
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を
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
は
中
国
の
影
響
力
の
増
大

を
日
常
的
に
発
信
し
、
台
湾
内
部
で
も
将
来
に
対
す
る
不
安

感
は
広
が
っ
て
い
る
。
中
国
が
台
湾
の
統
一
と
い
う
国
家
目

標
に
向
か
っ
て
着
々
と
歩
を
進
め
て
い
る
と
考
え
る
人
が
増

え
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
台

の
力
関
係
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。 

 

台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
登
場 

 

二
三
年
前
、
台
北
に
留
学
中
の
筆
者
は
、
政
治
大
学
の
メ

イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
国
際
関
係
研
究
セ
ン
タ
ー
と
を
行
き
来

し
て
い
た
。
聴
講
し
た
授
業
や
研
究
会
の
場
、
あ
る
い
は
教

員
同
士
、
学
生
同
士
の
私
的
会
話
の
場
で
、
「
台
湾
人
」
「
中

国
人
」の
用
語
を
め
ぐ
っ
て
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
。

ま
さ
に
こ
の
時
期
「
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
が
形
成
さ

れ
つ
つ
あ
っ
た
。
政
治
大
学
選
挙
研
究
セ
ン
タ
ー
が
毎
年
実

施
し
て
い
る
有
名
な
「
台
湾
民
衆
の
自
己
認
識
調
査
」
で
、

自
分
を
「
台
湾
人
」
と
考
え
る
人
が
「
中
国
人
」
と
考
え
る

人
を
初
め
て
上
回
っ
た
の
は
こ
の
一
九
九
四
年
で
あ
っ
た
。 

同
年
七
月
に
は
、
憲
法
修
正
に
よ
り
総
統
直
接
選
挙
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
は
台
湾
の
命
運
を
左
右

す
る
重
大
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
中
国
の
江
沢
民
政
権
は
、

台
湾
化
が
進
行
す
る
台
湾
の
動
向
へ
の
警
戒
を
こ
こ
か
ら
高

め
て
い
く
。
翌
九
五
年
の
李
登
輝
の
訪
米
を
契
機
に
、
中
国

は
官
製
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
批
判
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
け
で
な

く
、
軍
事
力
を
誇
示
す
る
形
で
も
台
湾
に
強
烈
な
圧
力
を
か

け
て
き
た
。
江
政
権
が
そ
こ
ま
で
し
て
総
統
直
接
選
挙
を
妨

害
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
台
湾
と
い
う
地
理
的
範
囲
で
最
高

指
導
者
を
直
接
選
挙
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
台
湾
は
中
国
と
は

完
全
に
異
な
る
政
治
体
制
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ま
た
、
台
湾

を
本
土
と
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と

分
析
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
総
統
直
接
選
挙
を
や
め
さ

せ
よ
う
と
し
た
中
国
側
の
結
論
と
手
段
は
誤
り
で
あ
る
が
、

そ
の
分
析
は
正
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

一
九
九
六
年
、
台
湾
は
初
め
て
の
総
統
直
接
選
挙
を
実
施

し
、
李
登
輝
が
当
選
し
た
。
多
く
の
選
挙
民
が
誇
ら
し
げ
に

一
票
を
投
じ
た
。
そ
れ
は
、
長
い
権
威
主
義
体
制
を
経
て
手

に
し
た
一
票
で
あ
る
し
、
中
国
の
妨
害
を
受
け
た
が
た
め
に

い
っ
そ
う
大
切
に
思
え
た
一
票
で
あ
っ
た
。
総
統
選
挙
は
す

で
に
六
回
実
施
さ
れ
、
台
湾
で
完
全
に
定
着
し
た
。
総
統
選

挙
は
、
中
国
が
呼
び
か
け
る
「
一
国
二
制
度
」
に
よ
る
統
一

を
台
湾
が
拒
否
す
る
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
。
民
主
政
治

が
ど
れ
ほ
ど
非
効
率
で
非
生
産
的
で
あ
っ
て
も
、
自
分
た
ち

で
最
高
指
導
者
を
選
ん
で
い
る
人
々
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
や

め
て
香
港
の
よ
う
な
「
特
別
行
政
区
」
に
な
る
と
い
う
選
択

肢
は
魅
力
が
な
い
。
外
省
人
で
あ
る
馬
英
九
も
、
総
統
選
挙

で
勝
つ
た
め
国
民
党
の
路
線
を
台
湾
化
に
軌
道
修
正
し
た
。 

総
統
直
接
選
挙
に
代
表
さ
れ
る
民
主
化
と
台
湾
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
に
代
表
さ
れ
る
台
湾
化
が
進
行
し
て
以
降
、
中
台

関
係
は
共
産
党
と
国
民
党
と
の
内
戦
の
遺
留
状
態
と
い
う
枠

で
は
と
ら
え
き
れ
な
く
な
っ
た
。
江
沢
民
政
権
は
、
香
港
回

収
工
作
の
次
は
台
湾
統
一
工
作
と
い
う
意
気
込
み
で
、
統
一

促
進
の
原
則
重
視
で
台
湾
に
圧
力
を
加
え
た
が
、
そ
の
政
策

は
、
民
主
化
し
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
強
ま
っ
た
台
湾

の
現
実
と
は
ズ
レ
が
生
じ
、
か
ら
回
り
し
た
。 

胡
錦
濤
政
権
は
、
統
一
促
進
よ
り
台
湾
独
立
阻
止
に
重
点

を
置
く
よ
う
に
戦
略
目
標
を
微
妙
に
調
整
し
、「
両
岸
関
係
の

平
和
的
発
展
」
と
い
う
概
念
を
掲
げ
た
。
そ
し
て
、
台
湾
と

の
交
流
の
拡
大
、
台
湾
へ
の
利
益
提
供
、
主
権
に
か
か
わ
ら

な
い
問
題
で
の
部
分
的
譲
歩
を
通
じ
、
台
湾
側
の
中
国
へ
の

心
理
的
警
戒
感
を
解
い
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
た
。
そ
の
一

方
で
、
胡
政
権
は
台
湾
の
政
治
情
勢
を
注
視
し
、
そ
の
つ
ど

台
湾
内
部
の
弱
い
と
こ
ろ
に
く
さ
び
を
打
ち
込
ん
だ
。
か
つ

て
激
し
く
敵
対
し
た
国
民
党
と
の
連
携
に
も
踏
み
切
り
，
陳

水
扁
政
権
を
追
い
込
ん
だ
。
胡
政
権
は
こ
の
よ
う
な
「
機
動

的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
よ
り
、
江
沢
民
時
代
よ
り
効
果
的
に
台

湾
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
に
な
っ
た
２
。 

二
〇
〇
八
年
に
台
湾
で
馬
英
九
政
権
が
登
場
す
る
と
、
中

台
関
係
は
急
速
に
改
善
し
、
両
岸
直
行
便
や
中
国
人
観
光
客

の
訪
台
が
実
現
し
、
二
〇
一
〇
年
に
は
中
台
間
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
に

相
当
す
る
「
経
済
協
力
枠
組
み
協
定
」（
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
）
が
締
結

さ
れ
た
。
こ
の
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
を
土
台
に
、
中
台
は
サ
ー
ビ
ス
産

業
を
含
む
幅
広
い
分
野
で
市
場
の
相
互
開
放
を
進
め
、
協
力

関
係
を
深
め
て
い
く
方
向
に
な
っ
た
。
台
湾
経
済
が
低
成
長

時
代
に
入
っ
た
の
で
、
経
済
界
に
は
中
国
と
の
関
係
拡
大
へ

の
期
待
が
高
い
。
中
国
に
接
近
す
れ
ば
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
に
与
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
中
国
か
ら
距
離

を
置
け
ば
そ
の
恩
恵
に
与
れ
な
い
。
台
湾
が
他
国
と
Ｆ
Ｔ
Ａ

を
結
び
た
い
と
思
っ
て
も
、
あ
る
い
は
地
域
の
経
済
協
力
の

枠
組
み
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
中
国
の
制
約
に
よ
り

台
湾
の
動
き
は
封
じ
込
め
ら
れ
る
。 

好
む
と
好
ま
ざ
る
と
、
台
湾
の
経
済
的
繁
栄
は
中
国
に
依

存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
で
は
危
な
い
と
い
う

こ
と
で
台
湾
が
中
国
か
ら
距
離
を
置
き
自
立
性
を
維
持
し
よ

う
と
す
れ
ば
、
繁
栄
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
逆
に
、

繁
栄
を
追
求
す
れ
ば
自
立
性
を
あ
る
程
度
犠
牲
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
が
し
だ
い
に
明
確
に
な
っ
て
き
た
。
中
国

が
大
国
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
台
湾
は
「
繁
栄
と
自
立
の
デ

ィ
レ
ン
マ
」
に
陥
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
３
。 
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台
湾
は
中
国
を
ど
う
み
て
い
る
の
か 

 

中
国
側
は
台
湾
を
中
国
の
神
聖
不
可
分
の
一
部
で
あ
る
と

し
、
台
湾
に
住
む
人
々
は
み
な
中
国
人
、
骨
肉
の
同
胞
と
位

置
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
台
湾
側
の
回
答
は
、
政
治

大
学
選
挙
研
究
セ
ン
タ
ー
の「
台
湾
民
衆
の
自
己
認
識
調
査
」

（
二
〇
一
六
年
）
で
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
自
分
を
「
中
国

人
」
と
考
え
る
人
は
三
・
四
％
し
か
い
な
い
。「
台
湾
人
で
も

あ
り
中
国
人
で
も
あ
る
」
と
考
え
る
人
が
三
四
・
三
％
、「
台

湾
人
」
と
考
え
る
人
が
五
八
・
二
％
で
あ
る
４
。
今
日
の
台

湾
で
は
自
分
た
ち
を
中
国
人
と
区
別
し
て
い
る
人
が
多
い
。 

中
国
へ
の
印
象
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
台
湾
紙
『
聯
合
報
』

の
二
〇
一
六
年
九
月
の
民
意
調
査
で
は
、
台
湾
民
衆
の
中
国

政
府
へ
の
印
象
は
、
「
よ
い
」
が
三
一
％
、「
よ
く
な
い
」
が

五
四
％
で
あ
っ
た
。
中
国
人
民
へ
の
印
象
は
多
少
ま
し
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
「
よ
い
」
は
四
四
％
、「
よ
く
な
い
」
が
四

五
％
で
あ
っ
た
５
。
中
国
に
対
し
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
見
方
が
多

い
と
言
え
る
。
そ
の
傾
向
は
、
日
本
政
府
の
窓
口
機
関
で
あ

る
交
流
協
会
が
二
〇
一
六
年
一
月
に
行
な
っ
た
民
意
調
査
の

「
台
湾
を
除
き
、
あ
な
た
の
最
も
好
き
な
国
・
地
域
は
ど
こ

で
す
か
」
と
い
う
質
問
で
、「
日
本
」
と
答
え
た
人
が
五
六
％
、

「
中
国
大
陸
」
と
答
え
た
人
が
六
％
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
間

接
的
に
現
れ
て
い
る
６
。 

し
か
し
、
中
国
へ
の
認
識
は
一
方
向
で
は
な
い
。
上
述
の

交
流
協
会
の
調
査
で
は
「
今
後
台
湾
が
最
も
親
し
く
す
べ
き

国
・
地
域
は
ど
こ
で
す
か
」
と
い
う
質
問
も
し
て
い
る
。
そ

の
回
答
は
、「
日
本
」
が
三
九
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
「
中

国
大
陸
」
は
二
二
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
字
は
、
台
湾
の
民

衆
は
中
国
に
好
感
を
抱
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
中
国

が
台
湾
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
現
実
的
判
断
も
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
中
台
の
交
流
・
対
話

に
つ
い
て
肯
定
的
な
態
度
に
つ
な
が
る
。 

台
湾
の
対
中
政
策
を
扱
う
大
陸
委
員
会
の
民
意
調
査
で
は
、

中
台
の
対
話
の
動
き
に
つ
い
て
支
持
が
不
支
持
を
大
き
く
上

回
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
四
年
二
月
の
初
め
て
の
中
台
閣
僚

会
談
後
の
民
意
調
査
で
は
、「
今
後
も
担
当
閣
僚
に
よ
る
会
談

を
続
け
る
こ
と
に
賛
成
か
」と
い
う
問
い
に「
非
常
に
賛
成
」

と
「
賛
成
」
の
回
答
を
合
わ
せ
る
と
六
七
・
一
％
、「
賛
成
せ

ず
」
と
「
非
常
に
賛
成
せ
ず
」
の
回
答
を
合
わ
せ
る
と
一
六
・

八
％
で
あ
り
、
台
湾
の
民
意
は
中
台
の
対
話
の
継
続
を
圧
倒

的
に
支
持
し
て
い
る
と
言
え
る
７
。 

こ
れ
ら
の
調
査
を
総
合
す
る
と
、
台
湾
の
民
衆
の
多
く
は
、

台
湾
は
中
国
と
は
別
と
考
え
、
中
国
に
好
感
を
抱
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
中
国
が
重
要
な
の
で
対
話
を
支
持
す
る

と
い
う
傾
向
が
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
対
話
」
は
中
国

が
期
待
し
て
い
る
統
一
を
進
め
る
た
め
の
対
話
で
は
な
い
。 

こ
の
よ
う
な
台
湾
の
民
意
は
中
国
に
と
っ
て
非
常
に
扱
い

に
く
い
。
中
国
は
「
台
湾
人
民
に
希
望
を
寄
せ
る
」
と
宣
言

し
て
い
る
以
上
、
台
湾
の
選
挙
民
が
馬
英
九
の
よ
う
な
中
台

関
係
改
善
を
進
め
る
人
物
を
選
ん
で
い
る
間
は
あ
ま
り
手
荒

な
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
国
は
国
民
党
政
権
と
政
治
協
議
を

進
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
結
局
野
党
民
進
党
が
四
〇
％

を
超
え
る
票
を
得
て
い
る
状
況
で
は
進
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
圧
力
を
加
え
れ
ば
、
江
沢
民
時
代
と
同
じ
く
台
湾

で
反
中
感
情
が
高
ま
る
。
圧
力
を
加
え
な
け
れ
ば
、
台
湾
は

現
状
維
持
を
続
け
て
い
く
。
そ
の
間
に
、
台
湾
の
政
権
は
中

国
か
ら
で
き
る
だ
け
経
済
的
利
益
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
。 

馬
英
九
政
権
の
八
年
間
、
中
国
は
台
湾
の
民
意
取
り
込
み

工
作
を
精
力
的
に
続
け
て
き
た
が
、
統
一
へ
の
支
持
が
増
え

て
い
な
い
と
い
う
事
実
が
示
す
よ
う
に
、
う
ま
く
い
か
な
か

っ
た
。
中
国
が
経
済
的
に
譲
歩
し
た
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は

台
湾
を
統
一
へ
追
い
込
む
こ
と
が
目
的
で
あ
る
か
ら
台
湾
人

は
感
動
し
な
い
。
台
湾
人
が
望
ん
で
い
る
国
際
組
織
へ
の
参

加
に
つ
い
て
は
、
中
国
は
か
た
く
な
に
拒
否
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
台
湾
人
が
最
も
違
和
感
を
覚
え
る
中
国
の
政
治
体
制

に
つ
い
て
、
中
国
共
産
党
は
改
革
の
動
き
を
見
せ
て
い
な
い

し
、
香
港
で
は
締
め
つ
け
を
強
め
て
い
る
。 

過
去
二
〇
年
間
、
台
湾
は
、
軍
事
力
な
ど
の
ハ
ー
ド
を
増

強
す
る
中
国
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
な
が
ら
も
、
民
主
主
義
と
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
ソ
フ
ト
で
対
抗
し
て
き
た
。し
か
し
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
だ
け
で
食
べ
て
い
け
な
い
の
も
事
実
で

あ
る
。
こ
こ
に
は
、
台
湾
の
後
ろ
盾
と
な
る
米
日
と
中
国
と

の
力
関
係
の
変
化
と
い
う
要
因
も
入
っ
て
く
る
。
台
湾
の
民

意
は
圧
倒
的
多
数
が
現
状
維
持
を
支
持
し
て
い
る
が
、「
繁
栄

と
自
立
の
デ
ィ
レ
ン
マ
」
の
た
め
、
現
状
を
守
る
方
法
で
台

湾
内
部
は
鋭
く
対
立
し
て
い
る
。
一
方
に
「
経
済
発
展
な
く

し
て
台
湾
の
政
治
的
自
立
は
な
い
」と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、

他
方
に
「
中
国
へ
の
経
済
的
依
存
は
台
湾
の
政
治
的
自
立
を

危
う
く
す
る
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
前
者
は
中
台
交
流

拡
大
の
国
民
党
の
路
線
で
あ
り
、
後
者
は
そ
れ
に
反
対
す
る

民
進
党
の
路
線
で
あ
る
。 

馬
政
権
の
第
一
期
は
「
経
済
が
先
、
政
治
は
後
」
と
い
う

こ
と
で
実
務
的
な
協
議
に
集
中
し
、
経
済
で
は
中
台
の
緊
密

化
を
進
め
た
が
、
政
治
で
は
中
国
と
一
定
の
距
離
を
保
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
第
二
期
に
な
り
、
こ
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス

が
怪
し
く
な
っ
た
。
馬
政
権
は
中
台
の
経
済
緊
密
化
を
一
段

と
強
め
よ
う
と
し
た
。
政
治
的
に
は
北
京
の
方
針
に
近
づ
く

「
一
つ
の
中
国
枠
組
み
」
の
提
案
を
し
、
ま
た
、
生
命
線
と

言
え
る
「
九
二
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
に
つ
い
て
も
台
湾
側
の

解
釈
を
言
う
回
数
が
減
る
な
ど
、
中
国
側
へ
の
配
慮
あ
る
い
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は
妥
協
と
受
け
取
ら
れ
る
言
動
が
増
え
て
き
た
。
二
〇
一
四

年
二
月
に
は
初
の
中
台
閣
僚
会
談
に
こ
ぎ
つ
け
た
。 

馬
政
権
時
代
、
国
民
党
、
経
済
界
、
メ
デ
ィ
ア
界
で
、
台

湾
が
経
済
的
恩
恵
を
確
保
す
る
た
め
に
は
中
国
を
怒
ら
せ
な

い
方
が
よ
い
と
い
う
感
覚
が
広
が
っ
た
。
台
湾
の
テ
レ
ビ
局

Ｔ
Ｖ
Ｂ
Ｓ
の
民
意
調
査
で
「
馬
政
権
の
両
岸
政
策
は
中
国
大

陸
に
過
度
に
傾
斜
し
て
い
る
と
言
う
人
が
い
ま
す
。
あ
な
た

は
こ
の
よ
う
な
言
い
方
に
同
意
し
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
、

「
同
意
す
る
」
と
答
え
た
人
は
二
〇
〇
八
年
八
月
の
調
査
で

は
四
二
％
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
の
調
査
で
は

六
二
％
に
上
昇
し
た
８
。 

 

ひ
ま
わ
り
学
生
運
動 

 

馬
政
権
は
二
〇
一
三
年
六
月
、
中
台
の
市
場
開
放
・
経
済

協
力
を
さ
ら
に
進
め
る
「
サ
ー
ビ
ス
貿
易
協
定
」
を
締
結
し

た
。
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
拡
大
す
る
業
界
は
歓
迎
し
た
が
、

対
中
経
済
依
存
を
警
戒
す
る
諸
団
体
が
反
対
し
た
。
ま
た
、

協
定
の
内
容
が
非
常
に
複
雑
で
事
前
の
説
明
も
不
足
し
て
い

た
の
で
、
影
響
を
受
け
る
業
界
も
不
安
・
不
満
を
表
明
し
た
。

立
法
院
で
の
協
定
批
准
審
議
が
民
進
党
の
妨
害
で
九
か
月
た

っ
て
も
ま
っ
た
く
進
ま
な
い
中
、
国
民
党
は
二
〇
一
四
年
三

月
、
審
議
打
ち
切
り
の
挙
に
出
た
。
そ
れ
に
抗
議
す
る
学
生

ら
が
台
湾
の
国
会
に
あ
た
る
立
法
院
の
本
会
議
場
を
三
週
間

に
わ
た
り
占
拠
し
た
の
が
「
ひ
ま
わ
り
学
生
運
動
」
で
あ
る

９
。
三
月
三
〇
日
に
は
学
生
ら
を
支
援
す
る
大
規
模
抗
議
集

会
が
台
北
市
中
心
部
で
開
か
れ
、
一
〇
‐
三
〇
万
人
も
の
市

民
が
集
ま
っ
た
。
抗
議
行
動
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
っ
た
の

は
、
馬
政
権
の
対
中
政
策
の
進
め
方
に
不
安
を
抱
く
人
が
増

え
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。 

ひ
ま
わ
り
学
生
運
動
は
、
①
反
馬
英
九
、
②
反
中
国
、
③

反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
（
格
差
を
広
げ
る
自
由
市
場
経
済
の
拡
大

へ
の
反
感
、
こ
こ
に
は
中
台
の
巨
大
資
本
へ
の
反
感
も
含
ま

れ
る
）、
④
反
体
制
（
若
者
が
閉
塞
感
を
感
じ
る
社
会
と
既
成

政
治
へ
の
反
感
、
こ
こ
に
は
国
民
党
だ
け
で
な
く
民
進
党
へ

の
不
満
も
含
ま
れ
る
）
の
主
張
が
綯
い
交
ぜ
に
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
学
生
ら
の
行
為
は
住
居
侵
入
・
不
法
占
拠
・
業
務

妨
害
に
あ
た
る
が
、
多
数
の
民
意
の
支
持
を
得
て
政
権
か
ら

一
定
の
譲
歩
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
、
平
和
的
に
立
法

院
の
議
場
か
ら
退
去
し
た
。台
湾
の
ひ
ま
わ
り
学
生
運
動
は
、

ア
ジ
ア
に
お
い
て
学
生
運
動
が
何
ら
か
の
成
果
を
生
み
出
し

た
数
少
な
い
事
例
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

こ
の
運
動
の
影
響
を
中
台
関
係
の
観
点
か
ら
論
じ
る
な
ら

ば
、
学
生
ら
は
強
烈
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
っ
て
「
中
国

に
呑
み
込
ま
れ
た
く
な
い
」
と
い
う
台
湾
人
の
感
情
を
表
出

さ
せ
、
若
者
の
間
で
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
根
付
い
て

い
る
こ
と
を
内
外
に
示
し
た
と
言
え
る
。
あ
る
中
国
人
学
者

は
「
学
生
ら
の
立
法
院
占
拠
は
二
〇
〇
八
年
以
来
の
両
岸
関

係
の
平
和
的
発
展
に
対
す
る
最
大
の
打
撃
だ
」
と
筆
者
に
語

っ
た
。
学
生
ら
の
抗
議
の
直
接
の
対
象
は
サ
ー
ビ
ス
貿
易
協

定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
行
動
は
、
台
湾
の
民
意
を
置
き
去
り

に
し
て
進
み
つ
つ
あ
っ
た
馬
英
九
と
習
近
平
と
の
水
面
下
の

駆
け
引
き
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
で
あ
り
、
副
次
的
に
中

台
で
何
ら
か
の
政
治
的
協
定
が
結
ば
れ
る
可
能
性
を
吹
き
飛

ば
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
中
国
の
台
湾

統
一
工
作
が
停
止
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
台
湾
側
の
対
中
経

済
依
存
も
変
わ
ら
な
い
の
で
、サ
ー
ビ
ス
貿
易
協
定
の
批
准
、

そ
し
て
物
品
貿
易
協
定
、
二
重
課
税
回
避
協
定
な
ど
新
た
な

協
定
の
締
結
を
求
め
る
既
定
路
線
に
戻
ろ
う
と
す
る
力
は
継

続
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
運
動
に
よ
っ
て
、
台
湾
の
民
意
は

中
台
関
係
の
推
進
に
つ
い
て
反
対
・
懐
疑
的
な
声
が
強
ま
り
、

な
お
も
進
め
よ
う
と
す
る
馬
政
権
と
の
摩
擦
が
高
ま
っ
た
。 

 

ひ
ま
わ
り
後
の
台
湾
政
治 

 

ひ
ま
わ
り
学
生
運
動
の
評
価
は
、
発
生
し
た
時
点
で
は
不

明
確
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
台
湾
政
治
の
展
開
に
よ
っ
て

定
ま
っ
て
き
た
。
ま
ず
、
同
年
一
一
月
の
統
一
地
方
選
挙
で

こ
の
運
動
の
影
響
が
現
れ
た
。
台
北
市
長
選
挙
で
は
、
サ
ー

ビ
ス
貿
易
協
定
を
推
進
し
た
勢
力
が
担
ぐ
国
民
党
の
連
勝
文

候
補
が
出
馬
し
た
。
連
勝
文
は
、
中
国
共
産
党
と
の
関
係
が

よ
い
連
戰
元
副
総
統
の
息
子
で
あ
る
。
反
国
民
党
陣
営
は
、

民
進
党
が
公
認
候
補
の
擁
立
を
見
送
り
無
党
籍
の
柯
文
哲
候

補
に
一
本
化
さ
れ
た
。
ひ
ま
わ
り
学
生
運
動
の
参
加
者
は
中

台
の
巨
大
資
本
連
合
が
台
湾
を
脅
か
す
と
し
て
、
馬
政
権
そ

し
て
連
候
補
を
批
判
し
た
。
国
民
党
は
台
北
市
で
圧
倒
的
に

強
い
支
持
基
盤
を
擁
し
て
い
た
が
そ
の
台
北
市
で
敗
北
し
た

10

。
地
方
選
挙
で
中
台
関
係
が
焦
点
に
な
る
こ
と
は
ま
れ
で

あ
る
が
、
連
候
補
の
出
馬
に
よ
り
台
北
市
長
選
挙
で
は
そ
れ

が
争
点
化
し
、
さ
ら
に
台
北
市
か
ら
他
県
市
に
拡
散
し
て
い

っ
た
。
国
民
党
は
歴
史
的
大
敗
を
喫
し
、
馬
英
九
が
責
任
を

取
っ
て
党
主
席
を
辞
任
し
た11

。
こ
こ
か
ら
国
民
党
は
混
迷

状
態
に
陥
り
今
日
に
至
る
ま
で
回
復
し
て
い
な
い
。 

二
〇
一
六
年
に
は
総
統
選
挙
と
立
法
委
員
選
挙
が
行
な
わ

れ
た
。
総
統
選
挙
で
は
民
進
党
は
蔡
英
文
主
席
、
国
民
党
は

一
度
決
ま
っ
た
候
補
を
下
ろ
し
て
朱
立
倫
主
席
が
出
馬
し
た
。

蔡
英
文
は
ひ
ま
わ
り
運
動
の
流
れ
に
乗
っ
て
台
湾
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
存
分
に
強
調
し
つ
つ
、
対
中
政
策
は
穏
健
な
現

状
維
持
を
打
ち
出
し
、
中
間
派
の
選
挙
民
を
安
心
さ
せ
支
持

を
拡
大
し
た
。
国
民
党
の
総
統
候
補
は
、
中
台
関
係
の
改
善
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継
続
を
主
張
し
た
が
中
国
と
の
政
治
対
話
で
前
の
め
り
に
な

り
、
党
内
の
足
並
み
も
乱
れ
、
大
敗
を
喫
し
た12

。
選
挙
戦

の
最
中
の
二
〇
一
五
年
一
一
月
、
意
表
を
突
く
形
で
馬
英
九

と
習
近
平
の
中
台
首
脳
会
談
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
な
わ
れ

た
が
、
選
挙
の
流
れ
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。 

総
統
選
挙
で
は
従
来
の
藍
緑
二
大
陣
営
の
対
決
構
造
は
変

わ
ら
な
か
っ
た
が
、
立
法
委
員
選
挙
で
は
ひ
ま
わ
り
運
動
の

関
係
者
が
新
政
党
「
時
代
力
量
」
を
立
ち
上
げ
五
名
の
候
補

が
当
選
し
た
（
立
法
院
の
定
数
は
一
一
三
議
席
）
。
国
民
党
は

立
法
委
員
選
挙
で
も
敗
北
し
過
半
数
を
失
っ
た
。
民
進
党
は

総
統
選
挙
と
立
法
委
員
選
挙
の
両
方
で
勝
利
し
、
初
め
て
完

全
な
政
権
交
代
を
成
し
遂
げ
た
。
こ
の
選
挙
結
果
を
す
べ
て

ひ
ま
わ
り
パ
ワ
ー
に
帰
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ひ
ま
わ
り

学
生
運
動
が
既
成
政
治
体
制
に
一
定
程
度
の
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。 

二
〇
一
六
年
五
月
に
発
足
し
た
蔡
英
文
政
権
は
現
状
維
持

を
公
約
し
、
中
国
が
最
も
警
戒
す
る
独
立
の
方
向
に
は
動
か

な
い
こ
と
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
中
国
が
要
求
す
る
「
一

つ
の
中
国
」
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
。
中
国
は
こ
れ
を
不
満

と
し
、
蔡
政
権
登
場
の
一
か
月
後
に
は
対
話
を
拒
否
す
る
と

通
告
し
た
。
そ
れ
以
来
、
中
台
間
で
は
対
話
が
行
わ
れ
ず
、

中
台
関
係
は
緊
張
を
含
ん
だ
膠
着
状
態
に
あ
る
。 

中
国
に
と
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
台
湾
の
民
主
政
治
が
気
に

入
ら
な
い
し
、
台
湾
の
選
挙
民
が
中
国
の
意
向
に
逆
ら
う
形

で
民
進
党
政
権
を
登
場
さ
せ
た
こ
と
が
腹
立
た
し
い
。
中
国

は
台
湾
へ
の
中
国
人
観
光
客
を
減
ら
し
た
り
、
国
際
社
会
に

お
け
る
台
湾
の
活
動
領
域
を
狭
め
た
り
し
て
台
湾
へ
の
圧
力

を
強
め
て
い
る
。中
国
は
台
湾
の
政
治
動
向
に
か
か
わ
ら
ず
、

台
湾
の
外
堀
を
埋
め
る
作
業
を
続
け
て
い
る
。 

蔡
英
文
政
権
は
、
中
国
を
刺
激
し
な
い
よ
う
注
意
し
な
が

ら
台
湾
の
自
立
の
強
化
、
経
済
面
で
中
国
依
存
か
ら
の
脱
却

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
蔡
政
権
は
「
新
南
向
政
策
」
を
提
起

し
、
貿
易
・
投
資
・
人
の
移
動
な
ど
多
く
の
活
動
を
、
中
国

だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
広
く
シ
フ
ト
さ
せ
る
と
い
う

政
策
を
推
進
し
て
い
る
。
中
国
は
こ
れ
を
「
脱
中
国
」
、
い
わ

ゆ
る
隠
れ
た
台
湾
独
立
の
動
き
と
し
て
警
戒
し
て
い
る
。 

台
湾
の
民
意
は
い
つ
の
日
か
中
国
が
民
主
化
し
、
中
国
の

主
権
の
考
え
方
が
多
元
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
現
状
維
持

（
＝
生
き
延
び
る
こ
と
）
を
続
け
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
動

向
は
米
日
と
中
国
と
の
力
関
係
に
左
右
さ
れ
る
。
中
期
的
に

見
る
と
、
台
湾
は
中
国
と
敵
対
も
し
な
い
が
言
い
な
り
に
も

な
ら
な
い
と
い
う
玉
虫
色
の
態
度
を
と
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。 
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七
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、
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〇
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小
笠
原
欣
幸
「
中
国
の
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湾
政
策
の
展
開

江
沢
民
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ら
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錦
濤
へ」
天
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船
恵
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編
『
膨
張
す
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国
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係
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Ｂ
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主
化
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代
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湾

の
国
際
政
治
経
済
学
」
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代
表
：
松
田
康
博
）
の
成
果
の
一
部

（
松
田
康
博
編
『
東
洋
文
化
』
第
九
四
号
、
二
〇
一
四
年
） 
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政
治
大
学
選
挙
研
究
セ
ン
タ
ー
の
民
意
調
査
「
重
要
政
治

態
度
分
佈
趨
勢
圖
」
（
一
九
九
二
‐
二
〇
一
六
年
）
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.edu

.tw
/cou

rse/n
ew

s.ph
p?S

n
=

166

） 

５ 

『
聯
合
報
』
二
〇
一
六
年
九
月
。 

６ 

交
流
協
会
が
委
託
し
た
民
意
調
査
（
二
〇
一
六
年
一
月
一

五
‐
二
月
二
日
実
施
［
表
題
は
二
〇
一
五
年
度 

第
五
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世
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大
陸
委
員
会
が
委
託
し
た
民
意
調
査
（
二
〇
一
四
年
二
月

二
〇
‐
二
二
日
実
施 h

ttp://w
w

w
.m

ac.gov.tw
/pu

blic/ 

A
ttach

m
en

t/422517484866.pdf

） 

８ 

Ｔ
Ｖ
Ｂ
Ｓ
「
馬
習
會
与
國
族
認
同
民
調
」
（
二
〇
一
三
年

一
〇
月
二
八
日
実
施 h

ttp://h
om

e.tvbs.com
.tw

/static/ 

F
IL

E
_D

B
/P

C
H

/201311/20131106112520608.pdf

） 

９ 

立
法
院
占
拠
中
の
学
生
ら
に
市
民
が
ひ
ま
わ
り
の
花
を
差

し
入
れ
た
の
が
こ
の
名
称
の
由
来
で
あ
る
。
ひ
ま
わ
り
学
生
運

動
に
つ
い
て
は
若
林
正
丈
「
台
湾
の
総
統
政
治
に
棲
む
『
魔

物
』

『
ヒ
マ
ワ
リ
学
生
運
動
』
が
浮
き
ぼ
り
に
し
た
も
の
」
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tm
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）、
小
笠

原
欣
幸
「
台
湾
学
生
立
法
院
占
拠
事
件
に
つ
い
て
」

（h
ttp://w

w
w

.tu
fs.ac.jp/ts/person

al/ogasaw
ara/an

aly

sis/taiw
an

stu
den

tsoccu
pation

.h
tm

l

）
を
参
照
。 
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台
北
市
の
政
党
支
持
構
造
に
つ
い
て
は
小
笠
原
欣
幸
「
二

〇
一
〇
年
台
北
・
新
北
市
長
選
挙
の
考
察
」『
東
洋
文
化
研
究

所
紀
要
』（
第
一
六
一
冊
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。 
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二
〇
一
四
年
統
一
地
方
選
挙
に
つ
い
て
は
小
笠
原
欣
幸

「
馬
英
九
政
権
へN

O

を
突
き
つ
け
た
台
湾
の
民
意
」
（h

ttp: 
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w

w
.n

ippon
.com

/ja/cu
rren

ts/d00155/

）
を
参
照
。 
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二
〇
一
六
年
選
挙
に
つ
い
て
は
小
笠
原
欣
幸
「
二
〇
一
六

年
台
湾
総
統
選
挙
・
立
法
委
員
選
挙
の
分
析
」

（h
ttp://w

w
w

.tu
fs.ac.jp/ts/person

al/ogasaw
ara/an

aly

sis/election
2016an

alysis.h
tm

l

）
を
参
照
。 


